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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月17日(2010.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１個からｐ（ｐは２以上の任意の整数）個までのうちのｑ（ｑは１以上ｐ以下の整数）
個のパルスに受信すべきデータが重畳されている受信信号の受信を開始したか否かを検出
する受信信号検出回路と、
　前記受信信号検出回路が前記受信信号の受信を開始したと判断した場合、前記１個から
前記ｐ個までのうちのｒ（ｒは１以上ｐ以下の整数）個を表すパルス数信号を出力するパ
ルス数調節回路と、
　前記パルス数信号の入力を受けた場合、前記１個のパルスと実質的に同一な波形である
テンプレートから前記ｐ個のパルスと実質的に同一な波形であるテンプレートまでのうち
、前記パルス数信号により表される前記ｒ個のパルスと実質的に同一なテンプレートを発
生するテンプレート発生回路と、
　前記受信信号中の前記ｑ個のパルスと、前記発生された、前記ｒ個のパルスと実質的に
同一なテンプレートとの間の相関の度合いを判断する相関判断回路と、を含み、
　前記相関判断回路は、前記相関の度合いが大きいと判断した場合、前記受信信号の同期
を捕捉することができたと認識し、
　前記相関判断回路が、前記相関の度合いが小さいと判断した場合、前記パルス数調節回
路は、前記ｒ個に代えて、前記１個から前記ｐ個までのうちのｓ（ｓは１以上ｐ以下の整
数）個を表すパルス数信号を出力し、かつ、前記テンプレート発生回路は、当該ｓ個のパ
ルスと実質的に同一なテンプレートを発生することを特徴とする受信装置。
【請求項２】
　更に、前記相関判断回路が、前記受信信号中の前記ｑ個のパルスと、前記発生されたテ
ンプレート中の前記ｓ個のパルスとの相関の度合いが大きいと判断したときにおける、当
該ｓ個を記憶する記憶回路を含み、
　前記受信信号検出回路が、前記受信信号の後に異なる受信信号の受信を開始したと判断
した場合、前記パルス数調節回路は、前記ｒ個を表すパルス数信号を出力することに代え
て、前記記憶回路に記憶されている前記ｓ個を表すパルス数信号を出力することを特徴と
する請求項１記載の受信装置。
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【請求項３】
　１個からｐ（ｐは２以上の任意の整数）個までのうちのｑ（ｑは１以上ｐ以下の整数）
個のパルスに受信すべきデータが重畳されている受信信号の受信を開始したか否かを検出
する受信信号検出工程と、
　前記受信信号検出工程が前記受信信号の受信を開始したと判断した場合、前記１個から
前記ｐ個までのうちのｒ（ｒは１以上ｐ以下の整数）個を表すパルス数信号を出力するパ
ルス数調節工程と、
　前記パルス数信号の入力を受けた場合、前記１個のパルスと実質的に同一な波形である
テンプレートから前記ｐ個のパルスと実質的に同一な波形であるテンプレートまでのうち
、前記パルス数信号により表される前記ｒ個のパルスと実質的に同一なテンプレートを発
生するテンプレート発生工程と、
　前記受信信号中の前記ｑ個のパルスと、前記発生された、前記ｒ個のパルスと実質的に
同一なテンプレートとの間の相関の度合いを判断する相関判断工程と、を含み、
　前記相関判断工程は、前記相関の度合いが大きいと判断した場合、前記受信信号の同期
を捕捉することができたと認識し、
　前記相関判断工程が、前記相関の度合いが小さいと判断した場合、前記パルス数調節工
程は、前記ｒ個に代えて、前記１個から前記ｐ個までのうちのｓ（ｓは１以上ｐ以下の整
数）個を表すパルス数信号を出力し、かつ、前記テンプレート発生工程は、当該ｓ個のパ
ルスと実質的に同一なテンプレートを発生することを特徴とする受信方法。
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